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１ 自動車運送事業の現況 

(1) 業務別事業者数及び車両数の推移 

業務別の事業者数及び車両数の推移は、第１表のとおりである。 

 

第１表 業務別事業者数及び車両数の推移 

区分
事業者数
車両数
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車両数

車両数
事業者数
車両数

事業者数
車両数

事業者数
車両数

事業者数
車両数

事業者数
車両数

事業者数
車両数

事業者数
　 資料：国土交通省自動車局、近畿運輸局

（注） １ 乗用の〔　〕内は個人タクシーで内数。

２ 「一般乗合旅客自動車運送事業」の事業者数は兵庫県内に営業所のある事業者数で通過事業者は含まれない。

３ 「一般乗合旅客自動車運送事業」の事業者数、車両数に乗合タクシーを含む。
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(2) 乗合バス事業の現況 

乗合バスは、公共交通機関として重要な役割を果たしている。そのなかで、輸送人員

及び収入については、人口が増加傾向にある都市部において若干の増加が見られるもの

の、地方部においてはモータリゼーションの進展等に伴う自家用自動車の普及により、

依然として輸送需要の減少が続いており、深刻な乗務員不足と併せて、乗合バス事業を

取り巻く環境は極めて厳しい状況が続いている。 
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第２表 乗合バス事業の実績 

走行キロ

実働 （キロ）

1日１車 輸送人員

当たり （千人）

運送収入 101.4%
（円）

資料：近畿運輸局
上段は、対前年比
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(3) 貸切バス事業の現況 

貸切バス事業については、団体旅行の小口化、旅行商品の低価格化等により、運送収入は

減少傾向であったが、安全コストが適切に反映された運賃・料金制度の導入や訪日外国人

旅行者の増加等により近年は増加傾向に転じており、貸切バス事業を取り巻く環境は改善

しつつある。 

 

第３表 貸切バス事業の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

走行キロ

実働 （キロ）

1日１車 輸送人員

当たり （千人）

運送収入

（円）

資料：近畿運輸局
上段は、対前年比

46.8 48.9 47.3
100.2% 111.3% 98.7%
56,940 63,395 62,572

91.4% 92.0% 109.3%
199.4 183.5 200.7
106.1% 104.5% 96.7%

（千円） 12,531,648 12,302,888 14,013,042
運送収入 94.2% 98.2% 114.0%
（千人） 10,290 9,492 10,593

輸送人員 99.7% 92.2% 110.8%
（千キロ） 43,890 35,608 44,960
走行キロ 85.9% 81.1% 126.2%

実働率
50.1 49.4 45.8

（％）

（日車） 220,085 194,066 223,950
延実働車両数 94.0% 88.2% 115.3%

（日車） 439,542 424,694 489,245
延実在車両数 97.8% 96.6% 115.1%
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(4) タクシー事業の現況 

   タクシー事業は、長引く景気の低迷により輸送需要が減少し、依然として厳しい経営環 

境にある。そのなかで、乗務員の労働条件の改善やサービス水準の向上等を実現するた

め、「特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化

に関する特別措置法」に基づき、神戸市域交通圏及び東播磨交通圏が準特定地域に指定

され、供給過剰状態の適正化や需要を喚起する活性化を進めることにより、タクシー事

業の生産性向上を図ることとしている。 

 

第４表 タクシー事業の実績   

走行キロ

実働 （キロ）

実車キロ

（キロ）

1日１車 輸送人員

当たり （千人）

運送収入

（円）

資料：近畿運輸局（法人タクシーの輸送実績）  
上段は、対前年比

26,148 26,361 26,795

28.4 28.3 28.5
97.7% 100.8% 101.6%
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(5) トラック運送事業の現況 

トラック運送事業については、輸送の安全対策とともに環境対策が重要な課題となっており、

低公害車の普及促進など環境負荷の軽減に関する様々な施策が実施されているほか、事業にお

ける取引環境・労働時間改善、乗務員不足などが喫緊の課題となっている。 
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第５表　貨物自動車運送事業輸送実績の推移
年度 26年度 27年度 28年度

区分 トン数 シェア トン数 シェア トン数 シェア トン数 シェア トン数 シェア
全 営業用 2,934,361 72.6% 2,916,827 72.6% 3,019,328 73.1% 3,031,940 73.5% 3,018,819 69.7%

自家用 1,109,301 27.4% 1,102,047 27.4% 1,108,931 26.9% 1,091,020 26.5% 1,310,965 30.3%
国 合　計 4,043,662 100.0% 4,018,874 100.0% 4,128,259 100.0% 4,122,960 100.0% 4,329,784 100.0%
近 営業用 448,548 79.1% 462,319 80.1% 464,079 81.4% 454,788 81.5% 459,396 81.6%

自家用 118,869 20.9% 114,622 19.9% 105,758 18.6% 102,911 18.5% 103,373 18.4%
畿 合　計 567,417 100.0% 576,941 100.0% 569,837 100.0% 557,699 100.0% 562,769 100.0%
兵 営業用 163,920 81.7% 162,587 83.2% 147,242 84.1% 139,478 83.6% 130,583 83.1%

自家用 36,783 18.3% 32,934 16.8% 27,863 15.9% 27,415 16.4% 26,522 16.9%
庫 合　計 200,703 100.0% 195,521 100.0% 175,105 100.0% 166,893 100.0% 157,105 100.0%

資料：国土交通省「自動車輸送統計年報」
〔備考〕　 シェア：全国＝全国における自家用、営業用貨物別の占有率

　　　 　近畿＝近畿６府県における自家用、営業用貨物別の占有率
 　　　　兵庫＝兵庫県内における自家用、営業用貨物別の占有率
　　　　 自家用特殊用途車を除く

30年度29年度
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１ 自動車監査指導の現況 

輸送の安全の確保が最も重要であるという基本認識の下、自動車運送事業の適正な運営を図

るため、輸送の安全確保に支障を及ぼすおそれのある重大な法令違反の疑いのある事業者を優

先的に監査対象とするなど、事故の未然防止及び法令遵守の徹底を図ることを目的とした効果

的な監査、及び監査の結果判明した法令違反に対する行政処分、並びに法令遵守意識の醸成の

ための呼出指導を実施している。 

また、国土交通省では、経営トップから現場まで一丸となった安全管理体制の構築、全社内

の安全意識の浸透、安全最優先の風土の定着を図ること等を目的として「運輸安全マネジメン

ト制度」が平成１８年１０月から導入され、神戸運輸監理部兵庫陸運部では、制度の浸透・定

着を図るため、自動車運送事業者に対し運輸安全マネジメント評価を実施している。 

 

 

第１表  令和元年度自動車運送事業の監査等状況  

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合  計 

バ ス  4 6 5 1 2 5 7 7 8 4 2 0 51 

タクシー 3 3 2 5 1 1 1 2 2 35 4 0 59 

トラック 3 5 5 8 6 4 6 4 9 7 5 7 69 

合 計 10 14 12 14 9 10 14 13 19 46 11 7 179 

              

※監査等は、臨店監査、呼出監査のほか、呼出指導を含む。 

 

 

第２表  令和元年度自動車運送事業の行政処分等状況（監査による処分） 

  許可取消     事業停止     
車両の使用停止 

警 告 
合  計 

件  数 件 数 車両数 延日車数 

バ ス 0 0      12 49 1110 10 22 

タクシー 0 0 6 55 380 4 10 

トラック 0 0 36 77 1440 10 46 

合 計 0 0 54 181 2930 24 78 

 

※行政処分等の種類 

  軽微なものから順に、自動車その他の輸送施設の使用の停止処分、事業の停止処分、許可の

取り消し処分を行政処分という。 

  また、行政処分に至らないもので軽微なものから順に、勧告、警告があり、これらを含めて

行政処分等という。 
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１ 自動車分解整備事業の現況 
(1) 自動車分解整備事業者等の推移 

自動車分解整備事業者数等については、微増傾向から横ばい傾向となっている。 
第１表 自動車分解整備事業者数等の推移 (各年度末現在) 

   
(2) 自動車整備士の現況 
  最近は、少子化やくるま離れの進展、将来選択肢の多様化等により、自動車整備士を目指 

す若者が激減していることから、平成２６年度から高等学校訪問をすることにより人材確 

保に取り組んでいる。 
第２表 兵庫県内において合格した整備士数         （単位：人） 

　　　　　年度
項目

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

  認証工場 3,390 3,392 3,409 3,403 3,399

  認定工場 102 103 101 100 99

  指定工場 1,124 1,126 1,133 1,133 1,136

  整備主任者 7,905 7,908 7,944 7,950 7,869

  自動車検査員 3,142 3,234 3,215 3,234 3,239

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

大型自動車 - - - - -

小型自動車 35 35 25 24 28

二輪自動車 - - - - -

  小 計 35 35 25 24 28

ガソリン自動車 368 385 444 391 271

ジーゼル自動車 315 322 367 339 254

自動車シャシ 1 0 0 2 -

二輪自動車 5 14 10 10 -

  小 計 689 721 821 742 525

自動車シャシ 75 87 90 63 41

自動車ガソリン・エンジン 48 50 60 108 24
自動車ジーゼル・エンジン 2 3 4 10 5

二輪自動車 16 7 20 6 20

  小 計 141 147 174 187 90

タイヤ 0 0 0 0 0

電気装置 0 1 1 0 1

車体 8 25 13 29 12

  小 計 8 26 14 29 13

873 929 1034 982 656合 計

　　　　　　　　　年度
　項目

一
級

二
級

三
級

自
動
車
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２自動車検査業務の現況 
(1) 検査関係業務量の推移 

兵庫陸運部における過去５年間の検査業務量の推移は、指定整備率が微増傾向にあり、継

続検査（持込）は微減、新規検査はほぼ横ばいとなった。 

第３表 兵庫陸運部 検査業務量推移 

　　　　　　年度
　項目

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

指 定 整 備 438,452 464,602 449,041 466,804 464,471

継 続 検 査 92,819 94,023 90,045 92,251 91,671

新 規 検 査 等 25,991 28,189 27,251 24,036 26,883

指 定 整 備 率 82.53% 83.17% 83.19% 83.50% 83.52%
 

 
(2) ユーザー車検件数の推移 

兵庫陸運部における過去５年間のユーザー車検の推移はほぼ横ばいとなっている。 
第４表 兵庫陸運部 ユーザー車検件数推移 
　　　　　　年度
　項目

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年

持込車検総数 118,770 122,350 117,637 120,603 118,554

ユーザー車検数 45,185 45,358 43,347 43,092 43,771

ユーザー車検率 38.00% 37.10% 36.80% 36.80% 36.92%
 

 
(3) 街頭検査実施状況(令和元年度) 第５表 

国
土
交
通
省

警
察

自
動
車
技
術
総
合
機
構

そ
の
他

合
計

う
ち
整
備
不
良
車
両
数

う
ち
不
正
改
造
車
両
数

法第54条 6
法第54条の2 5
法第54条 0
法第54条の2 0
法第54条 0
法第54条の2 7
法第54条 6
法第54条の2 12

整備命令発令件数

一般街頭検査 12 60 32 11 191 294 282 6

街
頭
検
査
等
の
区
分

実
施
回
数

出動人員

検
査
車
両
数

検
査
証
有
効
期
間
切
れ
車
両
数

5 0

時間外街頭検査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7構内検査 32 33 0 34 0

合計 44 93 32 45 191 361 2204 6 12 0

0 67 1922 0
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３ 運行管理者指導講習・整備管理者研修の状況 
(1) 運行管理者指導講習実施状況 

バス タクシー トラック バス タクシー トラック バス タクシー トラック
平成２７年度
平成２８年度
平成２９年度
平成３０年度
令和元年度

5
4

7
8

20
19
19
18
17

特別講習

7
7
7

基礎講習 一般講習

5
3
4

 

(2) 運行管理者指導講習受講者数 

バス タクシー トラック バス タクシー トラック バス タクシー トラック
平成２７年度 194 103 935 293 280 2028 15 25 76
平成２８年度 158 86 946 371 238 1714 9 18 48
平成２９年度 164 141 839 317 200 1679 6 11 46
平成３０年度 114 50 785 376 171 1483 11 11 28
令和元年度 99 56 771 323 159 1445 9 9 33

基礎講習 一般講習 特別講習

 

(3) 整備管理者研修実施状況 

平成２７年度 9 15 24
平成２８年度 9 15 24
平成２９年度 9 15 24
平成３０年度 9 16 25
令和元年度 9 16 25

選任後 合計選任前

 

(4) 整備管理者研修受講者数 

平成２７年度 667 1,153 2,180
平成２８年度 643 1,510 2,153
平成２９年度 646 1,500 2,146
平成３０年度 663 1,579 2,242
令和元年度 813 1,738 2,551

選任後 合計選任前
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１ 管内自動車保有車両数の現況 

  兵庫県下の軽自動車を含む自動車保有車両数は、平成 27 年度から令和 1 年度にかけて対前

年度を比較すると平成 27 年度からは保有車両数全体で対前年度比 0.31％、平成 28 年度は同

0.33％、平成 29 年度は同 0.13％、平成 30 年度は同 0.003％と若干増加しているが、近年は増

加率が減少傾向にある。 

  令和元年度については、前年度と対比して兵庫県全体では微増となっており、また、神戸管

内にあっては微減しているという状況であるが、これは昨年１０月の消費税増税による車両の

買い控えや、新型コロナウィルス感染症拡大による外出自粛の影響などが要因と考えられる。 

 

 第１表 自動車保有車両数（登録車（小型二輪車を含む）・軽自動車）  （各年度末現在）  

  

27年度 28年度 29年度 30年度 Ｒ１年度

神戸 1,945,503 1,952,041 1,959,154 1,961,532 1,961,496

姫路 1,065,073 1,067,887 1,070,788 1,072,525 1,072,657

兵庫県 3,010,576 3,019,928 3,029,942 3,034,057 3,034,153
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